
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
の
年
始
の
業
務
は
、１
月
６
日（
月
曜
）か
ら
、
通
常
通
り
始
ま
り
ま
す
。
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財務大臣へ税制改正の要望書提出

職業体験フェスティバル開催

雇用保険
４月からの変更ポイントの紹介
オンラインショップ
ふるっと総社リニューアル

（1）　令和7年1月1日 総 社 商 工 会 議 所 会 報 第713号

２
月
末
に
は
新
庁
舎
も
竣
工
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
う
じ
ゃ
吉
備
路

マ
ラ
ソ
ン
の
復
活
、
雪
舟
く
ん
の

運
行
開
始
、
障
が
い
者
千
人
雇
用

の
達
成
な
ど
た
く
さ
ん
の
事
業
が

進
め
ら
れ
多
く
の
成
果
が
み
ら
れ

ま
す
。
良
い
合
併
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
市
政
運
営
へ
の
感
謝
と

共
に
、
合
併
を
決
断
さ
れ
た
清
音

と
山
手
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
商
工
会
議
所
は
令
和

５
年
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
役

員
・
議
員
と
下
部
組
織
の
青
年
部

と
女
性
会
、
事
務
局
が
連
携
を
強

化
し
、
総
社
地
域
経
済
の
発
展
に

努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
創
立
以
来
の
７

つ
の
常
設
委
員
会
を
３
つ
に
再
編

し
、
副
会
頭
が
委
員
長
と
な
り
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
支
援
に
お
い
て
は
個
別
・

面
的
支
援
の
両
面
か
ら
総
合
的
支

援
を
行
い
、
企
業
支
援
が
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ま
た
逆

に
地
域
活
性
化
か
ら
企
業
支
援
に

つ
な
が
よ
う
「
パ
ン
わ
ー
る
ど
総

社
」
の
取
組
み
を
他
業
種
に
も
展

開
し
総
社
地
域
経
済
の
発
展
に
努

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
商
工
会
議
所
の
役

割
で
あ
る
「
企
業
」
と
「
人
」
を

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
当
商
工
会

議
所
を
「
気
軽
な
相
談
窓
口
」
と

し
て
十
分
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
、
ま
た
諸
活
動

に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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工
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執
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工
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ブ
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レ
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マ
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タ
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長

　

樋
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康
宏

サ
ン
コ
ー
印
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相
談
役　

三
村　
　

健

下
山
測
量
登
記
事
務
所

　

所
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下
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仁
司

新
興
工
業
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代
表
取
締
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社
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笹
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憲

㈱
天
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屋
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ア 
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店

　

店
長　

野
瀬　

貴
之

新
年
の
挨
拶

　
　
　

総
社
商
工
会
議
所

会
頭  

清
水 

男

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆

様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
は
、
山
手
村
、
清
音
村
、

総
社
市
の
新
設
合
併
に
よ
る
新
・

総
社
市
が
平
成
17
年
に
誕
生
し
20

周
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
動
き
は

平
成
３
年
に
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
国

の
財
政
が
ひ
っ
迫
し
た
中
で
政
府

が
主
導
し
て
き
た
も
の
で
す
。
合

併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
規
模
に

応
じ
て
70
％
が
返
済
不
要
な
合
併

特
例
債
（
本
市
で
は
約
１
７
１
億

円
）
が
認
め
ら
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
や
地
域
振
興
を
は
か
る
事
業

な
ど
を
地
域
主
導
で
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
合
併
論
議
は

行
政
間
の
み
な
ら
ず
、
民
間
に
お

い
て
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
総
社
青
年
会
議
所

が
委
員
会
事
業
と
し
て
４
市
町
村

合
併
（
旧 

真
備
町
含
む
）
の
た

め
の
冊
子
を
作
成
し
、
合
併
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
記

載
し
、
そ
の
中
で
「
合
併
は
一
斉

に
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
し
て
い
く
」
と
い
う
提

案
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平

成
14
年
に
岡
山
県
立
大
学
を
会
場

に
〝
市
町
村
合
併
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
〟
を
開
催
し
、
翌
年
１
月
に
は

「
第
４
回
岡
山
自
治
体
学
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
倉
敷
」
が
開
催
さ
れ
、
合

併
の
賛
否
に
つ
い
て
激
論
を
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
私
は

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
賛
成

の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
て
い
ま

す
。

　

合
併
当
時
の
本
市
の
人
口
は
約

６
７
，７
０
０
人
で
し
た
が
、
現

在
は
３
％
増
の
約
６
９
，７
０
０

人
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
合

併
後
に
は
新
総
社
大
橋
の
開
通
、

新
ア
リ
ー
ナ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
え

が
お
等
の
竣
工
が
み
ら
れ
、
ま
た

新
・
総
社
市
誕
生
20
周
年

当
商
工
会
議
所
の
取
り
組
み

結
び
に
あ
た
り
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（
協
組
）
リ
ブ　
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表
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永
田　

真
一

≪
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５
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音
順
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総
社
商
工
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役
員
・
議
員

年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

当
商
工
会
議
所 

清
水 

男
会
頭

は
、
10
月
23
日
（
水
）、「
多
年

に
わ
た
り
申
告
納
税
制
度
の
普
及

発
展
や
税
知
識
の
普
及
に
努
め

納
税
道
義
の
向
上
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
加
藤
勝
信

財
務
大
臣
よ
り
令
和
６
年
度
財
務

大
臣
納
税
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、三
田
共
用
会
議
所（
東

京
）
に
て
表
彰
式
で
表
彰
状
を
受

け
取
り
、
引
き
続
き
、
皇
居
へ
移

動
し
て
の
記
念
撮
影
と
特
別
参
観

に
望
み
ま
し
た
。

　

清
水
会
頭
は
、「
こ
の
度
の
受

賞
は
突
然
な
こ
と
で
あ
り
望
外
の

喜
び
で
す
。
こ
の
後
も
、
今
ま
で

行
っ
た
傘
下
事
業
所
へ
の
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

清
水 

男 

会
頭

財
務
大
臣
納
税
表
彰 

受
賞

要
望
書

中
小
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の

強
化
に
向
け
た
税
財
政
支
援
を
！

１　

昨
年
度
の
補
正
予
算
を
上
回
る
規
模

の
中
小
企
業
対
策
予
算
の
確
保
を

	

　

中
小
企
業
は
、物
価
高
や
金
利
上
昇
、

人
手
不
足
な
ど
に
直
面
し
、
賃
上
げ
実

施
企
業
の
約
６
割
が
防
衛
的
賃
上
げ
と

い
う
厳
し
い
状
況
。
賃
上
げ
の
原
資
確

保
に
は
生
産
性
向
上
が
急
務
。

２　

中
小
企
業
の
設
備
投
資
（「
稼
ぐ
力
」

の
強
化
）
を
後
押
し
す
る
税
制
の
確
実

な
延
長
・
拡
充

▼
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
延
長
と

控
除
率
引
上
げ
、対
象
設
備
拡
充（
建

物
を
追
加
）
を

▼
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
延
長
を

▼
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
は
本

来
廃
止
す
べ
き
。
即
刻
廃
止
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
廃
止
ま
で
の
間
、

現
行
の
負
担
軽
減
措
置
の
延
長
・
拡

充
や
新
た
な
措
置
の
創
設
に
よ
り
税

負
担
の
軽
減
を

３　

中
小
法
人
の
法
人
税
率
の
軽
減
措
置

（
19
％
➡
15
％
）
の
延
長
・
恒
久
化
を

	

　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
負
担
を
緩
和

す
る
と
も
に
、
財
務
基
盤
の
強
化
と
前

向
き
な
成
長
投
資
を
支
え
る
重
要
な
税

制
。
税
負
担
の
増
加
は
新
た
な
成
長
投

資
に
水
を
差
す
。

４　

事
業
承
継
税
制
の
延
長
・
恒
久
化
、

役
員
就
任
要
件
の
撤
廃
見
直
し

	

　

現
行
の
特
例
措
置
は
、
地
域
経
済
を

索
引
す
る
“
地
域
貢
献
企
業
〟
の
円
滑

な
経
営
承
継
・
事
業
継
続
や
、
若
返
り

を
契
機
と
し
た
生
産
性
向
上
・
付
加
価

値
拡
大
に
貢
献
す
る
。

▼
事
業
承
継
税
制
一
般
措
置
の
拡
充
を

（
対
象
株
式
制
限（
2
／
3
）の
撤
廃
、

猶
予
割
合
の
１
０
０
％
へ
の
引
上
げ

等
）

▼
役
員
就
任
要
件
（
3
年
）
の
撤
廃
・

見
直
し
を

５　

地
域
に
お
け
る
民
間
投
資
拡
大
に
資

す
る
税
制
の
延
長
・
拡
充

　
　

地
域
の
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
う
え

で
、
産
業
基
盤
の
強
化
や
新
た
な
産
業

創
出
・
転
換
が
必
要
。

▼
地
域
未
来
投
資
促
進
税
制
の
延
長
と

控
除
率
の
引
き
上
げ
を

	

　

地
域
に
貢
献
し
た
い
企
業
と
地
方

自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
地
方
創
生

を
実
現
す
る
。

▼
地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
）
の
延
長
と
拡
充
（
本
社

所
在
地
自
治
体
へ
の
寄
付
の
対
象

化
）
を

会　
　

頭

副
会
頭

常
任
顧
問

監　
　

事

常
議
員

議　
　

員

専
務
理
事

専
務
理
事

巻
く
厳
し
い
経
済
情
勢
や
中
小
事

業
者
状
況
を
鑑
み
、
全
国
５
１
５

商
工
会
議
所
１
２
０
万
会
員
の
総

意
と
し
て
伝
え
た
も
の
で
す
。

　

去
る
11
月
18
日
、
加
藤
勝
信
財

務
大
臣
へ
、「
令
和
７
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
要
望
書
」
を
渡
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
は
、
地
方
を
取
り

税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
書
を
渡
す

加
藤
勝
信
財
務
大
臣
へ



YouTube
チャンネル

ｗｅｂサイト

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
も
配
信
中
！

そ
う
じ
ゃ
の
ミ
ラ
イ

総 社 商 工 会 議 所 会 報

詳細につきましては
国税庁HPをご覧ください。▶

令和7年1月1日 第713号　（2）

全
体
の
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭

す
る
こ
と
も
今
年
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費
者
意

識
の
改
革
と
と
も
に
経
済
環
境
の

改
善
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
成
長
の
両
輪
の
も
う
一

つ
は「
地
方
創
生
」
で
す
。
地
方

の
発
展
な
く
し
て
日
本
の
再
生
は

あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
、
地
方
自
治

体
、
民
間
が
三
位
一
体
と
な
り
、

地
域
へ
の
人
材
・
投
資
の
呼
び
込

み
や「
稼
ぐ
産
業
」
の
育
成
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
通
じ
て
地
域

の
経
済
循
環
を
強
化
し
、
地
域
の

強
み
と
潜
在
力
、
い
わ
ゆ
る「
地

域
力
」
を
引
き
上
げ
る
べ
く
全
力

を
傾
け
る
年
に
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
経
済
イ
ン
フ
ラ

を
担
う
中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模

事
業
者
の
強
化
は
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
と
も
表
裏
一
体
で
す
。

政
府
・
地
方
自
治
体
に
は
両
者
を

成
長
の
両
輪
と
位
置
づ
け
、
地
域

ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え
た
成
長
戦

略
の
策
定
と
実
行
を
強
く
求
め
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
わ
れ
わ
れ
全

国
5
1
5
の
商
工
会
議
所
も
地
域

経
済
の
再
生
・
活
性
化
の
先
導
役

と
し
て
、
さ
ら
に
活
動
を
強
化
で

き
る
１
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

本
年
４
月
に
は
大
阪
・
関
西
万

博
が
開
幕
い
た
し
ま
す
。
停
滞
か

ら
成
長
へ
の
転
換
点
に
あ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
開
催
は
、
象
徴
的
か

つ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
20
年
ぶ

り
の
万
博
開
催
が
、
新
た
な
未
来

を
つ
く
る
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、

全
国
の
商
工
会
議
所
一
丸
と
な
っ

て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

わ
が
国
全
体
の
未
来
に
向
け
て
成

長
に
弾
み
の
つ
く
万
博
と
な
る
こ

と
を
切
に
願
い
、
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

示
し
た
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
賃

上
げ
を
行
っ
た
中
小
企
業
の
約
６

割
が
収
益
改
善
を
伴
わ
な
い
中
で
、

人
手
確
保
の
た
め
の
防
衛
的
賃
上

げ
を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

賃
上
げ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
い
か
に

持
続
可
能
な
形
に
転
換
す
る
か
が
、

停
滞
か
ら
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
た
今
年
の
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
す
。

　

日
本
は
経
済
立
国
で
あ
り
、
経

済
成
長
な
く
し
て
将
来
は
あ
り
ま

せ
ん
。
デ
フ
レ
脱
却
を
確
実
に

し
、
成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
進

め
る
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割

を
占
め
る
個
人
消
費
の
拡
大
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
実
現
は
、
全
企

業
数
の
99
．
7
％
、
就
業
人
口
の

約
７
割
、
地
方
部
で
は
約
９
割
を

担
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
な
賃
上

げ
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
の

両
輪
の
一
つ
は
中
小
企
業
で
あ
り
、

そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
省
力
化
投

資
を
含
め
た
設
備
投
資
、
技
術
革

新
、
知
的
財
産
の
活
用
・
保
護
と

い
っ
た
生
産
性
向
上
へ
の
不
断
の

努
力
と
自
己
変
革
に
よ
っ
て
付
加

価
値
を
高
め
、
賃
上
げ
原
資
を
生

み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
商
工
会
議
所
は
本
年
も
こ
う

し
た
前
向
き
な
挑
戦
を
続
け
る
中

小
企
業
を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
労
務
費
を
含
む

価
格
転
嫁
対
策
の
さ
ら
な
る
推
進

や
Ｂ
to
Ｃ
で
は
企
業
側
の「
値
を

上
げ
る
勇
気
」
も
必
要
で
す
。
消

費
者
に
も「
良
い
サ
ー
ビ
ス
、
良

い
モ
ノ
に
は
値
が
付
く
」
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
国
民

１月から申告書等の控え
収受日付印の押なつ廃止青色決算申告・定額減税事務説明会
　国税庁・国税局・税務署では令和７年１月から申告書等の控えへの収受
日付印の押なつがなくなります。申告書等を書面で提出する際には申告書
等の正本(提出用)のみを提出(送付)して下さい。申告書の提出年月日は、ご
自身で記録・管理をして下さい。
※対象となる「申告書等」とは、申告書のほか、申請書・請求書・届出書等を含む、
国税庁・国税局・税務署に提出(送付)されるすべての文書です。

　書面で提出された場合の、提出事実・提出年月日の
確認については「申告書等情報取得サービス」等の
方法があります。

　決算申告書の書き方、税制改正による変更点・注意点についてご説明いたし
ます。令和6年度の所得税と住民税の定額減税の決算時の事務処理についても
説明を行いますので、参加いただき、令和６年分の決算申告に備えてください。

開始から８年、知名度の向上・他業種への波及加速へ

　被保険者が、２歳未満の子を養育するために、時
短勤務をしている場合の新たな給付として、育児時
短就業給付を創設。
　給付率については、休業よりも時短勤務を、時短
勤務よりも従前の所定労働時間で勤務することを推
進する観点から、時短勤務中に支払われた賃金額の
10％になります。

　高年齢継続給付では60歳到達時点に比べて賃金が
75％未満に低下した状態で働き続ける60歳以上65歳
未満の一定の一般被保険者に支給します。
【対象の方】
　令和7年４月１日以降に60歳に達した日(その日の
時点で被保険者であった期間が５年以上ない方はそ
の期間が５年を満たすこととなった日)を迎えた方が
対象となります。

詳細については厚生労働省HPをご確認ください
厚生労働省HPは右記QRコードから
（高年齢継続給付支給率変更について）

雇用保険制度　４月からの変更ポイント

いつでも視聴可能！

WEBセミナー 配信中
会員限定
無料

総社商工会議所ホームページの下記バナーまたは下記QRコードからご視聴ください。
ログインには下記ID、PWが必要です。

ログインID：k4363
パスワード：1122

QRコードから簡単に登録ができます。
未登録の会員様は是非！

商工会議所からの一斉配信を活用し
最新情報（補助金情報等）を素早くお届け!!

タイムリーメール

申告書等情報
取得サービス

収受印の
押なつについて

●	 日 時　１月３１日(金)
１０:００～１２ :００

●	 場 所　総社商工会館401会議室
●	 講 師　税理士　秋山　伸　氏

お申込み　総社商工会議所　0866-92-1122

無料

個人事業者の方へ

1：高年齢継続給付の支給率変更 ３：育児時短就業給付の創設２：出生後休業支援給付の創設
　子の出生直後の一定期間以内（男性は子の出生後８
週間以内、女性は産後休業後８週間以内）に、被保険
者とその配偶者の両方が14日以上の育児休業を取得
する場合に、最大28日間、休業開始前賃金の13％相
当額を給付し、育児休業給付とあわせて給付率80％
（手取りで10割相当）へと引き上げます。
※配偶者が専業主婦（夫）の場合や、ひとり親家庭の場合などには、
　配偶者の育児休業の取得を求めずに給付率を引き上げます。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

2
0
2
5
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
不

透
明
か
つ
混
迷
の
度
合
い
が
深

ま
っ
た
１
年
で
し
た
。
世
界
で
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

の
長
期
化
に
加
え
、
中
東
情
勢
の

悪
化
な
ど
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
が

拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
面

で
は
米
国
経
済
が
堅
調
さ
を
維
持

す
る
一
方
で
、
中
国
経
済
の
停
滞

が
懸
念
さ
れ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
昨
年
は
主
要
国
で
選
挙

が
相
次
ぎ
、
米
国
で
は
４
年
ぶ
り

に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領
に

就
任
す
る
結
果
と
な
り
、
保
護
主

義
や
自
国
第
一
主
義
の
台
頭
に
対

す
る
懸
念
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
１

月
の
能
登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥

能
登
豪
雨
と
い
っ
た
痛
ま
し
い
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
秋
の
衆
院
選
で
は

与
党
が
30
年
ぶ
り
に
過
半
数
を
大

き
く
下
回
り
、
少
数
与
党
へ
転
じ

る
な
ど
政
治
的
変
動
が
生
じ
る
一

方
で
、
経
済
で
は
、
歴
史
的
円
安

や
物
価
高
が
続
く
中
、
設
備
投
資

は
好
調
で
日
経
平
均
株
価
も
史
上

初
の
４
万
円
台
を
記
録
し
ま
し

た
。
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利

の
解
除
に
踏
み
切
る
な
ど
、
金
融

政
策
に
も
大
き
な
転
換
点
が
訪
れ

ま
し
た
。
特
に
昨
年
は「
賃
上
げ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
１
年
で
も
あ
り
、

中
小
企
業
の
賃
上
げ
率
も
３
％
台

半
ば
に
達
す
る
な
ど
、
物
価
と
賃

金
の
好
循
環
に
向
け
た
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
１
年
で
あ
っ
た

と
総
括
で
き
ま
す
。
企
業
の
自
助

努
力
と
と
も
に
、
官
民
を
挙
げ
た

価
格
転
嫁
の
取
り
組
み
が
効
果
を

成
長
の
両
輪
は
中
小
企
業

の
強
化
と
地
方
創
生

大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功

を
大
き
な
成
長
の
弾
み
に

◯育児時短就業給付の
　給付イメージ

◯育児休業給付の給付イメージ令和７年４月１日以降の支給率

―
新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に
―

年
頭
所
感

　
　
　

日
本
商
工
会
議
所

会
頭  

小
林 

健

令和７年４月1日から



そ
う
じ
ゃ
商
工
ニ
ュ
ー
ス

情
報
発
信
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
●
商
工
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
で
す
。
会
社
PR
・
求
人
募
集
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
●
お
問
合
わ
せ　
総
社
商
工
会
議
所
☎
（
０
８
６
６
）
９
２
ー
１
１
２
２

総 社 商 工 会 議 所 会 報

ショップサイトは
こちらから

　オンラインショップ「ふるさとまるっと。ふるっと総社」は、2023年11月より
総社地域の特産品発掘や、当商工会議所および事業者におけるネット販売ノウハ
ウの向上、個店の売上アップを目的に運用してきましたが、2024年11月に当商工
会議所と国民宿舎サンロード吉備路が連携しての運用を開始しました。同時にサ
ンロード吉備路セレクションのセット商品も新たに追加し、これまで以上に総社
地域の活性化につなげていきます。
　ふるっと総社では総社市内の事
業所を中心に、ここでしか買えな
い組み合わせで「総社の逸品」を
お楽しみいただけます。また、掲
載の特産品は、単品として国民宿
舎サンロード吉備路の売店でお求
めできます。

（3）　令和7年1月1日 第713号

掛金の全額所得控除による節税額一覧表　  （中小企業基盤整備機構HPより抜粋）

課税される
所得金額

加入前の税額 加入後の節税額

所得税 住民税 掛金月額
３万円

掛金月額
５万円

掛金月額
７万円

200万円 104,600円 205,000円 56,900円 93,200円 129,400円

400万円 380,300円 405,000円 109,500円 182,500円 241,300円

600万円 788,700円 605,000円 109,500円 182,500円 255,600円

制度の特徴
❶経営者のための退職金制度

小規模企業の個人事業主（共同経営
者を含む）または 会社等の役員の方が
廃業や退職後の生活資金、事業再建資
金をあらかじめ準備しておく共済制度
です。

❷掛金は全額所得控除
掛金は、全額が 「小規模企業共済等

掛金控除」として、課税対象所得から
控除できます。

❸受取時も税制メリット
共済金の受取は、一括の場合は 「退

職所得扱い」、分割の場合は 「公的年金
等の雑所得扱い」です。

大きな節税効果あり

加入・掛金の変更・共済の請求
など事務手続きをサポート!!

安心
安全 国がつくった小規模企業共済

掛金は月額1,000円から７万円
の範囲（500円単位）で自由に
選べます。

会員限定
小規模事業者経営改善資金マル経融資マル経融資

返済
期間

融資対象（以下のすべての要件を満たす方）
　▶総社市内（昭和、清音、山手地域除く）で１年以上営業していて、
　納付すべき税金をすべて完納している。
　▶従業員（役員、家族、パート除く）が商業・サービス業は５名以内、
　商業・　サービス業以外は 20 名以内。
　▶商工会議所の経営・金融に関する指導を原則６か月以上受けている。
こんな時にご利用ください
運転資金
設備資金

仕入資金、掛金・手形決済資金、給与・ボーナスの支払い
諸経費等の支払い店舗・工場改装、営業車両購入、機械・設備・
什器等の購入

※審査の結果、ご希望に添えない場合もございます

運転
資金

設備
資金７年以内

（据置期間１年以内）
10年以内
（据置期間２年以内）

融資限度額2,000万円融資限度額2,000万円 融資利率1.65％融資利率1.65％
（2024年12月18日現在）

商工会議所の経営指導を受けている小規模事業者が、
無担保・無保証人でご利用できる制度

プロジェクトの歩みプロジェクトの歩み 地域まるごとパンフェス 2024 開催地域まるごとパンフェス 2024 開催

2024秋企画 店主のビックリわーるど！2024秋企画 店主のビックリわーるど！

開始から８年、知名度の向上・他業種への波及加速へ

面的支援により個店への集客・売上アップを目指す

	H28.	11月	 パンわーるど総社プロジェクト開始
	 	 	 第１回パンマルシェ／スタンプラリー開催
	H29.	10月	 日本記念日協会「パンわーるどの日」（11/6）認定
	H30.	 3月	 日本商工会議所事業活動表彰受賞
	 R1.	10月	 総社ドッグ＆ロール販売
	 R2.	11月	 第１回地域まるごとパンフェス開催
	 R4.	11月	 パン輸送本格販売開始（JR西日本、ヤマト運輸共同）
	 	 	 デジタルスタンプラリー開催
	 R5.	 7月	 パン＆グルメスタンプラリー開催
	 	10月	 ラッピングタクシー運行（備北タクシー、豪渓交通共同）

さっくんおすすめ

パンのまち焼き菓子セット
3,000円（税・送料込）
も継続して販売中！

※商品の写真はすべてイメージです。
※金額は税込み。別途送料が必要となります。

　昨年10月25日～11月30日までの期間で、秋企画「そー
じゃ！店主のビックリわーるど！」を開催しました。今
回はパンわーるど総社参加の10店舗で「ビックリ」を
テーマに新商品を考案。秋にぴったりな“栗”を使った
商品や、食感やボリュームにびっくりするような商品な
ど、味も見た目も楽しめる商品を販売しました。
　また、同期間に参加型企画「インスタ映えコンテスト」
を実施し、インスタグラムにて“＃パンわーるど総社”
を付けて投稿いただいた方に
抽選で500円分のクーポン券を
プレゼントするなど、SNSを
活かした参加店舗の知名度向
上、誘客につながりました。

　昨年11月3日（日）にはパンわーるど総社８周年感謝
祭「人気のご当地パン大集合　地域まるごとパンフェス
2024」を国民宿舎サンロード吉備路にて開催しました。
全国からご当地パンを集めての開催は今回で３回目とな
り、パンわーるど総社参加７店舗のパンや焼き菓子と10
種類のご当地パンが集まりました。昨年も人気のあった
「三角チーズパン（大分県）」「みかんメロンパン（愛媛県）」
に加え、新たに大阪府の「東大阪ラグカレー」や群馬県
の「みそぱん」などテレビでも取り上げられているご当
地パンが集結。360名限定の事前抽選に対し、2,000通
を超える応募があり、当日購入した方からは「パンわー
るど総社が
好きで参加
しました」
「毎年開催
し て ほ し
い」との声
があがりま
した。

　平成28年11月６日に始まった『パンわーるど総社プ
ロジェクト』は、「パンのまち総社」をテーマに昨年11
月で８年を迎えました。これまで、季節に合わせたテー
マでの統一企画商品の開発・販売や、総社地域全体の活
性化を目的としたスタンプラリーの実施、パンわーるど
総社参加店の認知度向上、個店への誘客を図るパンフェ
スを開催するなど様々な活動を行っています。また、ラッ
ピングタクシーの運行や、JR西日本とヤマト運輸と共
同で伯備線を使ったパン輸送を行うなど総社市内外への
広報活動にも力を入れ、直接的な経済波及効果が5.1億
円超の結果にあらわれるなど、「総社＝パンのまち」が

根付いています。
　最近では、さらに他業種へも波及するよう飲食店を交
えたスタンプラリーや、パンわーるど総社参加店に加え、
飲食店等でも利用可能な共通クーポン券を発行するなど
事業展開にも努めています。

パンわーるど総社プロジェクトパンわーるど総社プロジェクト

パンフェス当日の様子

オンラインショップ「ふるっと総社」 運用体制新たに、
総社の逸品のさらなる周知へ

セット商品をリニューアル！
サンロード吉備路セレクションが登場

～ サンロード吉備路セレクション一例 ～

総社　和菓子セット
2,200円

総社　コーヒータイムセット
2,500円

総社　カレー＆赤米セット
1,700円



なんでも経営相談日
2月25日㈫ 相談員：経営コンサルタント

　　　　　　近藤　浩幸 氏 3月24日㈪相談員：中小企業診断士
　　　　　窪田　司 氏

税経・事業承継相談日
2月6日㈭、20日㈭
3月6日㈭、13日㈭

税務、事業
承継に関して 雇用相談日

2月20日㈭・3月19日㈬

就業規則、労働
保険に関して

2月28日㈮・3月28日㈮
特許商標相談日特許、著作権

に関して 法律相談日
2月21日㈮・3月21日㈮

債権回収、相続等
法律に関して

希望者により随時開催中
IT個別相談日

IT導入・補助金に関して事業の悩みについてお気軽に
なんでも相談できます。

税理士の

弁理士の

社労士の

弁護士の

無 料 相 談 日 予約制
2月・3月

コーナー!!コーナー!!新入会員さん 介紹
（R6年11月入会）

ＩＴコーディネー
タの

税経・事業承継相談日
はオンラインでの相談
が可能になりました。
ご希望の方は当商工
会議所までお気軽にご
連絡ください。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
い
つ
で
も
視
聴
！

セ
ミ
ナ
ー
の
視
聴
に
は
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
ご
視
聴
を
ご
希
望
の
方
は
総
社
商
工
会
議
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
社
商
工
会
議
所
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

パ
ン
＆
グ
ル
メ
わ
ー
る
ど
総
社
マ
ッ
プ

総
社
商
工
会
議
所
で
運
用
し
て
い
る
マ
ッ
プ
で
す
。

総
社
市
の
パ
ン
・
ケ
ー
キ
店
、
飲
食
店
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

令和7年1月1日 総 社 商 工 会 議 所 会 報 第713号　（4）
　

11
月
23
日
（
祝
）、
今
年
で
69

回
目
を
迎
え
た
「
総
社
そ
ろ
ば
ん

コ
ン
ク
ー
ル
」（
総
社
珠
算
振
興

会
主
管
、
総
社
市
な
ど
後
援
）
が

国
民
宿
舎
サ
ン
ロ
ー
ド
吉
備
路
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
、
総
社
圏
域
の
小
・
中
学
生

91
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
に
、
参
加
者
全
員
一

つ
の
会
場
で
の
競
技
と
な
り
、
一

層
の
緊
張
感
漂
う
会
場
で
は
、「
用

意
・
は
じ
め
」
の
合
図
と
と
も
に

一
斉
に
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
き
、
問

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

か
け
算
・
わ
り
算
・
み
と
り

算
・
み
と
り
暗
算
の
４
種
目
合
計

１
２
０
０
点
で
、個
人
と
団
体（
塾

を
単
位
に
上
位
５
名
の
合
計
点
）

の
両
部
門
で
腕
を
競
い
、
成
績
は

次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

3
位　

中
村　

羽
李

入
賞　

田
中　

奏
輔  

藤
井　

理
央

　
　
　

徳
森　

倖
季

第
2
部
（
小
学
校
5
～
6
年
生
）

優
勝　

徳
森　

加
帆

2
位　

宮
川　

蒼
斗

3
位　

田
中　

優
菜

入
賞　

上
原　

真
緒  

平
田　
　

渓

　
　
　

北
村　
　

奏 

第
3
部
（
中
学
校
1
～
3
年
生
）

優
勝　

上
原　

大
知

2
位　

上
原　

麻
央

3
位　

白
石　

桐
也

入
賞　

河
合
煌
太
郎  

妹
尾　

優
妥

　
　
　

桑
野　

相
應

検
、
重
機
の
操
縦
に
加
え
、
総
社

市
消
防
本
部
様
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
な
ど
、
過
去
最
多
の
15
業
種

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
は「
消
防
車
に
乗
れ
て

よ
か
っ
た
！
」「
ミ
シ
ン
が
楽
し

か
っ
た
！
」
な
ど
の
喜
び
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

事業所名 住　所 業　種
Private　relaxation　salon　Chainon　

（プライベート  リラクゼーション  サロン  シェノン） 総社市小寺 リラクゼーション

吉備路クリエイト 総社市南溝手 建築リフォーム業

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

吉
備
路
再
発
見
講
演
会
を
開
催 働

く
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

就
職
を
考
え
る
！
～
先
生
と
企
業
と
の
懇
談
会
～
を
開
催

総
社
そ
ろ
ば
ん
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

笑
顔
溢
れ
る
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
で

会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る

吉
備
路
の
魅
力
を
広
く
発
信
！

青
年
部
職
業
体
験
フェス
テ
ィ
バ
ル
開
催

進
路
指
導
の
先
生
に

市
内
の
企
業
を
知
る
機
会
に
！

地
域
の
珠
算
振
興
の
一
助
に
、

総
社
商
工
会
議
所
が
主
催

　

去
る
10
月
24
日（
木
）、
市
内
新

本
の
吉
備
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を

会
場
に
当
商
工
会
議
所
並
び
に

（
公
社
）
倉
敷
法
人
会
の
共
催
に

よ
り
第
85
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
54
名
に
参
加
い
た
だ
き
、

当
日
は
第
１
組
が
朝
８
時
か
ら
ア

ウ
ト
・
イ
ン
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

ス
タ
ー
ト
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

に
恵
ま
れ
一
打
一
打
に
気
持
ち
を

込
め
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ

れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

成
績
は
、
ネ
ッ
ト
66
・
6
の
河

田
茂
則
さ
ん（
㈱
吉
備
土
地
開
発
）

が
優
勝
し
、
優
勝
カ
ッ
プ
と
賞
品

を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
発
表

後
に
お
楽
し
み
の
ラ
ッ
キ
ー
カ
ー

ド
抽
選（
く
じ
引
き
で
バ
ッ
グ
な

ど
の
賞
品
が
当
た
る
も
の
）
を
行

　

県
立
博
物
館
を
誘
致
す
る
会

（
総
社
市
・
商
工
会
議
所
な
ど
圏

域
20
団
体
で
構
成
）
で
は
、
吉
備

路
の
魅
力
を
再
発
見
す
る『
吉
備

路
再
発
見
講
演
会
』
を
去
る
12
月

15
日（
日
）、
国
民
宿
舎
サ
ン
ロ
ー

ド
吉
備
路
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
26
回
目
と
な
る
こ
の
講

演
会
は
、
多
く
の
文
化
財
と
歴
史

的
景
観
を
有
す
る
吉
備
路
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
10
年
よ
り

継
続
し
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
は
、
岡
山
市
教
育
委

員
会　

草
原
孝
典
氏
が
、
キ
ビ
地

域
に
首
長
墓
が
出
現
し
た
流
れ
か

ら
キ
ビ
王
権
の
繁
栄
、
作
山
古
墳

の
謎
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
が
あ

り
、
参
加
者
は
真
剣
に
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

誘
致
す
る
会
で
は
、
吉
備
路
の

魅
力
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

　

11
月
24
日（
日
）、
総
社
商
工

会
館
を
会
場
に
、
当
商
工
会
議

所
青
年
部
主
催「
職
業
体
験
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
市
内
の
小
学
４
・
５
・

６
年
生
を
対
象
に
、
青
年
部
会
員

事
業
所
な
ど
の
仕
事
を
体
験
し
、

仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

４
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は
、

午
前
と
午
後
の
２
部
合
わ
せ
て
約

50
名
の
小
学
生
が
参
加
。
ミ
シ
ン

を
使
っ
た
ネ
ー
ム
刺
繡
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
の
木
材
加
工
、
車
の
点

　

総
社
地
区
雇
用
開
発
協
会（
事

務
局
：
総
社
商
工
会
議
所
内
）
で

は
総
社
市
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
総
社

の
協
力
の
も
と
、
去
る
11
月
29
日

（
金
）
国
民
宿
舎
サ
ン
ロ
ー
ド
吉

備
路
に
て「
就
職
を
考
え
る
！
～

先
生
と
企
業
と
の
懇
談
会
～
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
就
職
し
た
方
々
の
４
割
が

３
年
以
内
に
離
職
し
て
い
る
と
の

デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
就
職

前
後
で
認
識
の
齟
齬
を
で
き
る
だ

け
な
く
し
、
ま
た
総
社
市
内
の
企

業
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
昨
年
に
続
き
２
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
高
校
よ
り
18
名

の
先
生
が
参
加
さ
れ
、
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー
と
個
別
懇
談
会
の
２
部
構
成

で
行
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

な
い
、
思
い
が
け
な
い
多
数
の
賞

品
に
会
場
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
清
水
会
頭
、
清
水
副
会

頭
よ
り
、
賞
品
代
と
し
て
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
魅
力
を
も
と
に
数
年
後
に
は
、

建
て
替
え
が
予
想
さ
れ
る
県
立
博

物
館
を
吉
備
路
周
辺
・
総
社
市
に

誘
致
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
岡
山
県
・
岡
山

市
・
総
社
市
が
連
携
し
進
め
る「
吉

備
路
の
歴
史
遺
産　

魅
力
発
信
事

業
」
と
連
動
し
、「
作
山
古
墳
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
事
業
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

講
師
に
コ
ォ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

の
窪
田 

司
氏
を
招
聘
し
、「
企
業

が
学
校
に
求
め
る
人
財
と
は
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
続

く
、
個
別
懇
談
会
で
は
参
加
企
業

を
学
校
の
先
生
に
知
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ゴルフを楽しみ親睦を深める参加者

熱心に講演を聴講する参加者

参加した子どもたちと青年部メンバー

ミシン体験

日頃の成果を発揮する生徒

個別懇談会の様子

　

ま
た
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
全

国
大
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
お

り
、
各
学
年
（
小
学
校
２
年
生
か

ら
中
学
校
２
年
生
）
の
成
績
上
位

者
７
名
は
全
国
審
査
の
対
象
者
と

し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
団
体 

第
1
部
（
小
学
校
1
年
生
以
下
～
4
年
生
） 

優
勝　

首
尾
木
そ
ろ
ば
ん
教
室

2
位　

道
広
そ
ろ
ば
ん
教
室

3
位　

山
田
珠
算
塾 

第
2
部
（
小
学
校
5
～
6
年
生
） 

優
勝　

首
尾
木
そ
ろ
ば
ん
教
室

2
位　

桂
珠
算
道
場

3
位　

松
本
珠
算
塾 

第
3
部
（
中
学
校
1
～
3
年
生
） 

優
勝　

桂
珠
算
道
場  

●
個
人 

第
1
部
（
小
学
校
1
年
生
以
下
～
4
年
生
） 

優
勝　

坂
本　

結
香

2
位　

小
野　

祐
翔

各
賞
成
績

各種セミナー・イベント報告

　人手不足などの業務課題に対して、Airレジ・Airレジオーダー・Airペイを用いた解決方
法を実際のデモ画面を使いながら学びました。その他にも予約・シフト管理、分析ソフト
などのAirシリーズについても解説がありました。参加者はセミナー内で分からない点や
不明な点について質問するなど積極的に参加していました。

Airレジ・Airレジオーダー・Airペイ活用セミナー 11/18月

　嘉悦大学教授の高橋洋一氏をお招きし「数字が示す日本経済の現状とこれから」と題し
て、サンロード吉備路にて経済講演会を開催しました。参加者は102名でたくさんの方に
ご参加いただきました。講演では最近行われた衆議院選、現在議論される基礎控除の引き
上げなどに触れながら講演でした。

経済講演会 11/27水

　チラシ作成に関する具体的なポイントやデザインにおける工夫や、当会議所で発行して
いる”そうじゃ商工ニュース”の活用法について学びました。セミナーでは、過去に添削
した広告の事例を紹介しながら改善方法を詳しく解説されました。また、参加者から事前
に提出された広告も添削され、チラシには「人気〔ひとけ〕」が大切で人の画像やお客様の
声を入れると人の気配がチラシにでて効果的であるとアドバイスがありました。参加者か
らは明日から活かせる内容が多かったと好評でした。

チラシ作成実践型セミナー 12/5木

　デジタル化の進め方として、デザインツール「Canva」を活用した業務効率化について
学びました。セミナー内ではCanvaはインストール不要で、ネット環境さえあれば無料で
始められ、豊富なテンプレートや素材、シンプルな操作が魅力だと説明されました。基本
的な使い方から初心者でも簡単に使える基本的なテクニックが紹介され、参加者からは実
践的なテクニックが知れてためになった、Canvaがもっと身近になったと好評でした。

ＩＴツールによるデジタル化推進セミナー 12/12木


